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各種燐酸塩添加 に 依 る ゴ { ヒ ー 抽 出 効果 に つ い て
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Th:s study is c arried out as one of apρIication of polyphosphates for the chemical and 
food industry . We considered a representative experiment of the extraction process followed 
by the swε11ing 01 xerogeIs. The addition of phosphates， especiaJly mixed phosphates gave 
good results for th己 extraction of c olouring component and totaJ soIuble materiaIs. 
( 1 ) 緒 ち=­"" 
近年重 合 燐 段 塩類 の 化 学 丁一 業 や 食 !日 工業へ の 応 用 の 進展 は 目 覚 し い も の が あ り ， 著者等 も 種一 々 の
方 面 へ の 応 用 等 を 研 究 し て い る が そ の う ち の 一つ で あ る 首 題 に つ い て 報 f! す る 事 と す る 。
( 2 )  試料及び実験方法
C ! ì  実 験 試 料 ゴ 一 ヒ 一 は ブブ、 ラ ジ /ルレ 標 準豆 を Z在陪f白'r :，-�烈日 し た も の を ゴ 一 巳 一 輸入商商- よ り 入手 し i厳磁 重
に 密 J汁J し て 保存 し た も の Zをど f使史 用 に ;
一 夕ダ ， ト リ ポ リ 燐i吹 ソ ー ダ ， ヘ キ サ メ タ 燐i唆 ソ ー ダ 及 び ボ リ メ タ 燐酸 カ リ ( そ れ ぞ れ l唱 し て Pyro，
Tri， Hexa 及 び r\1eta と 記す 〉 の 4 綬 で 何 ず れ も 燐化学工業株式会社 製 の も の で あ っ た 。
( n 実 験 方 法 先 ず標 準 試 料 3 . 00交を と り 75 0C の 温 湯 60c .c に て 抽 出 し こ れ の 一部 を と っ
て 笥 易光電比色 r汁 に て 2 種 の プ ィ ノレ タ 一 昨 ち G C 緑 色 〕 と EG ( 青緑 色 〉 を m い て 透光 卒 を 測 る 。
抽 出 原 被 は 100c .c . 中 に 5 . 00g の 涼 準試 料 に 相 当 す る 抽 出 分 を 有 す る 訳 で あ る か ら こ れ を 2 倍 ， 2 
倍 と 稀 釈 を 進 め て 行 き つ つ ， jZ 光 本 を 測 っ て 行 け ば そ の plot に よ っ て 濃度一 透 光 率 曲 線 が 得 ら れ
る 。 次 に コ ー ヒ ー 粉 木 に 対 し 亡 一広 量 の 燐酸 114 の 単 味又 は 混 合 物 を 加 え て 同 じ 条件で 抽 出 し 2 倍稀
釈 及 び 4 {古市 釈 の も の の 活 光 率 を 削 人iZ し ， そ れ に 相 当 す る 標 準豆 の f止 を 標 準 曲 線 よ り 求め た o X 抽
出 依 a5 一定 量 を 70�80 oC で 蒸 発 乾 聞 し て 秤 量 し こ れ を 抽 出 ヱ キ ス 分 と し て 標 準 と 比 !交 し た 。
( 3 )  実験結果及び考察
実験結果 の 中 よ り 添 加 量 1 % で 2 倍稀 釈 液 の 透 光 求測 定 よ り 算 出 さ れ た 数 値 丈 け を 掲 げ る と 表-1
及 び 2 が 得 ら れ る 。
表-1 単 味 1 % 添 加 の 場 合
I G フ ィ ル タ ー I B G フ ィ ル タ ー ! 抽 出 エ キ ス の際添加物の 種 知 !一一
一一一 - - n I 竺竺担当干: ペ 眠中竺�.-:tQだ j 戸千戸町一平 g 民-q??! ?ーする%
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Pvro 
Tri 
Hexa 
Meta 
添加物の種類
Pyro 0 . 5  Tri 0 . 5  
pyro 0 . 5  Hexa 0 . 5  
pyro 0 . 5  Meta 0 . 5  
Tri 0 . 5 Hexa 0 .5 
τ'ri 0 .5 Meta 0 . 5 
Hexa 0 . 5 Meta 0 . 5  
Pyro 0 .8  Tri 0 . 2  
pyro 0 . 2 Tri 0 . 8  
Pyro 0 . 8 Hexa 0 . 2  
pyro 0 . 2  Hexa 0 . 8  
pyro 0 . 8  Meね 0 . 2
Pyro 0 . 2 Meta 0 .8 
Tri 0 .8 Hexa 0 . 2  
Tri 0 .2 Hexa 0 . 8  
τri 0 . 8  Meta 0 . 2  
Tri 0 . 2  Meta 0 . 8  
Haxa 0 . 8  Meta 0 . 2  
HE'.xa 0 . 2 Meta 0 . 8  
3 . 35 
3 . 09 
2 . 78 
3 . 00 
134 
124 
111  
120 
3 . 58 
3 .05 
3 . 07 
2 . 72 
表-2 2 種混合物 1 % 添加 の 場合
143 
122 
123 
109 
103 
95 
97 
86 
G プ … I B G … :lI'IC>t-H %1 群エキス
の
に対する
標準豆の相当量 g ]標準に対する%1 標準豆の相当量 宮 |標準に対する%
3 . 43 3 . 24 130 109 
3 . 05 122 3 . 10 105 
2 . 93 117 3 . 00 120 105 
2 . 70 108 2 . 60 106 107 
2 . 83 113 3 .05 122 96 
3 . 10 124 3 . 07 123 101 
3 . 05 122 3 . 07 123 100 
2 . 90 116 2 . 95 118 106 
3 . 60 144 3 . 43 137 119 
3 . 93 157 3 . 15 126 103 
3 .05 122 2 . 86 119 105 
3 . 05 122 2 . 65 106 102 
3 . 50 140 3 . 12 125 110 
3 .00 120 2 . 94 113 115 
2 . 96 118 2 . 96 118 113 
2 . 59 104 2 . 68 107 101 
2 ・ 52 I 101 2 . 68 l' '1 113 
2 . 59 104 2 . 61 104 96 
こ れ等 の 結果 は 着色成分 と エ キ ス 成分 の 抽 出 が併行 し な い 場合が 多 い 事 を 示 し て い る 。 エ キ ス 成
分 の 抽 出 に は 混合物の 方 が 有利 で あ る 事 が判っ た 。 両成分 の 抽 出 に 有 利 な 混 合物が幾 種 類 か あ る 事
も 知 ら れ た 。 コ ー ヒ ー は 繊維状組織体 を 多 量 に 含 む 乾 状 グ ノレ で あ っ て そ れ の 膨 潤 に 対 す る こ れ等燐
酸塩 の 効果 が こ の 拍 出 効 率 の 増 大 の 主要原 因 で あ る と 推定 し て い る 。 抽 出 放 の 透 明 度 や 保存性 等 に
対 す る 効果 に つ い て は 省略す る 。
( 4 ) 総 括
( i ) コ ー ヒ ー の 拍 出 に 際 し て 燐酸塩 の 添 加 は 有効 で あ り ， そ の 効 果 は 単 味 添 加 よ り 混合物 添 加
の 方 が良好で あ る 事 が判っ た 。
( ii ) 適 当 な組合せ の 混合物添加l に よ っ て エ キ ス 分 の 抽 出 を 10 % ， 着色成分 の 抽 出 を 20 % 以 上 増
加す る 事 が 出 来 た 。
(iii ) 膨潤 を 伴 う 抽 出操 作 の 一つ の モ デ ル 実験 と し て の 価 値 を 考 え て 行っ た も の で あ る 。
終 り に 臨 み 資料， 試料等 の 御 援 助 を 受 け た株式会社 日 本 オ ノレ ガ ノ 商会及び 燐化学工業株式会 社 に
深謝 の 意 を 去 す る 。
